


はじめに 
 

現在，BRICs（ブラジル，ロシア，インド，中国）と呼ばれる新興市場国

の躍進が注目を集めている。広大な国土や豊富な天然資源，豊富な労働力を

有するこれら BRICs 諸国の台頭は，世界の国々の産業構造や生産ネットワー

クを大きく変化させつつある。 

このように，従来の日・米・欧・アジアに加え，急速に複雑化する世界経

済の相互依存関係を解明するため，アジア経済研究所では，現地の共同研究

機関とともに，2007 年度より 5 年計画で 2005 年 BRICs 国際産業連関表の作

成事業を開始した。2 年目である 2008 年度は，1 年目の 2007 年度に行ったデ

ータの利用可能性や共同研究機関の調査などのフィージビリティ・スタディ

に基づき，BRICs 国際産業連関表の対象国のデータの加工を行った。 

本研究会は，この 2005 年 BRICs 国際産業連関表の作成事業に付随して実

施しており，作成方法や分析方法について検討を行っている。2008 年度は，

主としてBRICs国際産業連関表の対象国の表を用いたさまざまな分析を行い，

各国の経済構造や表の特徴の把握に努めた。本報告書は，その成果をまとめ

たものである。 

 なお，最終成果である 2005 年 BRICs 国際産業連関表は，2011 年夏に完成

し，統計資料シリーズ（SDS: Statistical Data Series）として刊行する予定であ

る。 
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